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研究成果の概要（和文）：太古代～新期原生代の地質塊が約8億年前以降徐々に集合し、最終的に5.5億年前にゴ
ンドワナ超大陸となったプロセスを、世界各地の造山帯に産出する岩石の岩石学的・年代学的研究結果をもとに
解析した。本研究により太古代の地殻断片を新たに南極リュツォ・ホルム岩体およびジンバブエ・ザンベジ変成
帯から確認し、それらが周辺の原生代以降の火山弧と衝突することにより、徐々に超大陸へと成長した過程を明
らかにした。またスリランカは東西２つの火山弧（ワンニ岩体とビジャヤン岩体）の下に海洋プレートが沈み込
み、それらの衝突によって形成された縫合帯（ハイランド岩体）に超高温変成岩ができたとする新たなモデルを
提唱した。
研究成果の概要（英文）：This study evaluated the amalgamation processes of Archean to Neoproterozoic
 microcontinents and magmatic arcs to form Gondwana Supercontinent during the latest Neoproterozoic 
to Cambrian. Based on detailed petrological and geochronological investigations, Neoarchean 
continental fragments were newly found from the Lutzow-Holm Complex (East Antarctica) and the 
Zambezi Metamorphic Belt (Zimbabwe) which collided with adjacent Proterozoic magmatic arcs and 
formed larger continents. Sri Lanka is composed of two Neoproterozoic magmatic arcs (the Wanni 
Complex to the west and the Vijayan Complex to the east) which were formed by double-sided 
subduction of an oceanic plate. The two arcs collided at around 550 Ma and formed a major suture 
zone (the Highland Complex) and ultrahigh-temperature metamorphic rocks in this region. This study 
also pointed out that the Vijayan Complex (Sri Lanka) and the northern part of the Lutzow-Holm 
Complex (Antarctica) could have been a single magmatic arc. 
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１．研究開始当初の背景 
 今から約 5.5〜6 億年前の全地球的な造山
運動（汎アフリカ、ブラジリアノ、クーンガ
造山運動など）により、当時の南半球にはゴ
ンドワナ超大陸という巨大な大陸が形成さ
れたことが明らかになっている。このゴンド
ワナ超大陸は、従来は東ゴンドワナ大陸（現
在の南極、オーストラリア、インドが中心）
と西ゴンドワナ大陸（アフリカ、南アメリカ
が中心）の１回の衝突により形成されたと考
えられてきた。しかし最近の岩石学的・年代
学的研究により、ゴンドワナ超大陸は大小
様々なサイズの大陸や火山弧が段階的に衝
突することにより、徐々に超大陸へと成長し
ていった過程が明らかになりつつある。この
造山帯の中心部に位置するインド—スリラン
カ地域からは過去 10 年間に膨大な量の岩石
学的データが報告されてきたが、原岩形成年
代に関する研究は未だ十分とはいえない。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ゴンドワナ超大陸形成時
の造山運動によって形成されたインド—スリ
ランカ地域に産出する高度変成岩の地質調
査と岩石学的・年代学的解析を行い、周辺の
南極、マダガスカル、および南部アフリカを
含めた地域から、太古代（25億年よりも古い
時代）の原岩形成年代をもつ岩石を探してそ
の分布と形成条件を解析し、太古代の大陸断
片がゴンドワナ超大陸の一部として取り込
まれた過程を解析するものである。特に約
5.7-5.3 億年前に形成されたと考えられるク
ーンガ造山帯に散在する太古代〜原生代の
岩石の解析を中心に行い、当時のプレート沈
み込みや大陸衝突の痕跡を同定する。 
 
３．研究の方法 
 インドの地質調査を４回、スリランカの地
質調査を１回実施し、野外での岩石の産状の
観察と実験室での解析に必要な岩石試料の
採集を行った。これら岩石およびすでに採集
済みのマダガスカル、南極、南部アフリカ、
ブラジル、中国などの岩石について、岩石薄
片の作成、鉱物組織の記載、岩石の全岩化学
組成分析、鉱物の化学分析、岩石中のジルコ
ンを用いた年代分析を行った。これらデータ
をもとに、各地域の岩石に記録された火成作
用・変成作用の年代と変成作用の温度圧力条
件を決定した。特に原岩が形成された年代と、
大陸衝突にともなう造山運動の年代を区別
することを試みた。こうして得られたデータ
を広域的に比較し、ゴンドワナ超大陸の成長
にともなって形成された造山帯のテクトニ
クスの解析を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 南極リュツォ・ホルム岩体の研究から、
岩体南部に 25億年前の原岩年代をもつ岩石
が広範囲に分布していることを確認し、この
地 質 塊 を 「 白 瀬 大 陸 （ Shirase 
Microcontinent）」と命名した。この大陸と
10億年前に形成された火山弧が約 5.9〜5.5
億年前に衝突して、リュツォ・ホルム岩体を
形成したことを明らかにした。 
 
(2) スリランカの研究から、当該地域は約10
億年前に形成された火山弧（ワンニ岩体とビ
ジャヤン岩体）によって形成されるが、ビジ
ャヤン岩体は上記の南極リュツォ・ホルム岩
体の北部と一連の岩体をなすというモデル
を提唱した。したがってスリランカは、ワン
ニ岩体とリュツォ・ホルム北部-ビジャヤン
岩体という２つの火山弧が約 6〜5億年前に
衝突することにより形成された新たなモデ
ルを提唱した。 
 
(3)スリランカ中央部にあるハイランド岩体
は縫合帯に相当し、海洋プレートがワンニ岩
体とリュツォ・ホルム北部-ビジャヤン岩体
の両方に沈み込むことによって形成された
とした。 
 
(4) 南極リュツォ・ホルム岩体とスリラン
カ・ハイランド岩体は連続する一連の岩体と
考えられてきたが、砕屑性ジルコンの研究か
らこれらは南インド・トリバンドラム岩体に
連続するが、両者は別の縫合帯に相当するこ
とを明らかにした。 
 
(5) ジンバブエ・ザンベジ変成帯は約5.5億
年前の大陸衝突によって形成された縫合帯
であり、その中に約27億年前（太古代）と8
億年前（新期原生代）に形成された地殻断片
が含まれることを明らかにした。これらの段
階的な衝突と原生代末のカラハリ地塊とコ
ンゴ地塊の最終衝突により、ザンベジ変成帯
が形成されたことを明らかにした。 
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